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1．はじめに   

近年，マーケテイング情報システムの発達によりマーケ  

テイング業務における意思決定プロセスの変化したといわ  

れている．江原【7】はその変化として  

●情報系システムの高度活用   

○リサーチ・データ利用の本格化   

など，5つの項目を挙げている．ここでの高度活用とは  

●トランザクション・データとアドホックなリサーチ・  

データの統合   

●原データに近い形でのデータ提供   

といったことを指し，これによる環境認識の速さと正確さ  

が環境適応と競争上のフロンティアであるとしている．し  

たがって，情報系システムもマーケテイング担当者の要求  

に耐えうる柔軟性が要求される．   

一方，OR／MSの分野ではユーザが自ら簡易にModeling  

を行うEndUserModeling（EUM）というコンセプトが提  

唱されており【6】，マーケテイングの分野においてもその重  

要性が認識されている【5ト   

本稿では，マーケテイング・データ解析に主眼を置いた  

EUM環境を掟供することを目的と開発された「マーケテイ  

ング・モデル・ライブラリ」のついて報告を行う．なお，本  

ライブラリはMicrosoftExcell（MSExcel）をプラットフ  

ォームとするAdd－InMacro集である．また，本ライブラ  

リの特徴は以下の通りである．  

・オブジェクト指向言語とSpreadSheetを統合  

－Excelワークシート及びVisualBasicfor Ap－  

plication（VBA）から利用可能なマクロ関数群  

（Add－InMacro）の提供   

●高速かつ大規模な数値計算機能を提供  

－DynamicLinkLibrary（DLL）の利用   

●煩雑な分析手法をカプセル化  

－データ操作に必要となる基本的な関数からマー  

ケテイング分析手法まで網羅  

2．EndUserModeling   

Grossmant3］によるとEUMとは「正確に定義されてい  

ないビジネス課題に対して，有効なモデルの考案，不十分  

なデータの管理，適切な分析の実行によって洞察を引き出  

し，他人に説明・説得し，変化を起こさせることのできる  

人」であり，その中で，EUMとは「入手できる膨大な生  

データの寄せ集めを秩序付け，そこから意味を見出す技能」  

としている．．また，EUMのステップは  

1．“Modeling”－有用なモデルを作る   

2．“Data”－データの獲得とクリーニング   

3．“Analysis”－モデルを操る  

● データ・モデリング  

●What－if分析  

●最適化   

4．“Insight”－ビジネスのための教訓を引き出す   

5．“Persuasion”一組織に変化をもたらすために得られ  

た洞察とモデルの結果を使う  

であり，さらにEUMの実践にあたっては以下の点が重要  

であると結論付けている．   

●「最適化」はビジネスではさほど価値がないと認識  

する．   

●代数（堅苦しい数学）を避ける．   

●データ管理，．計算，「Wllat－if分析」，グラフィックスに  

不可欠な環境であーるSpreadSheetを利用する．   

一方，モデリングという作業に対してSpreadSheetを用い  

ることに対する批判として，Liberatore［4】はSpreadSheet  

の持つ以下の欠点を指摘している．  

・“Documentability”  

一美行中のSpreadSheetでモデルのメンテナンス，  

使用法を文書化することが困難   

・“Scalability”  

－セル総数（65536×256）が少ない   

・“Hyperscalability”  

－3元（i．e．サンプル，変量，時間）以上のデータ  

扱うことが困難   

これより，SpreadSheetによるモデリングは最初はよいが，  

複雑なモデルを素早く作ることは困難であり，確率モデル  

のシミュレーションには不向きであると結論付けている．  lMicrosoftExcelはマイクロソフト社の登録商標  
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図．1．ライブラリの構成  

3． 

本研究では，Grossmanの立場よりSpreadSheetをベー  

スとするEUM環境の構築を行う．プラット・フォームと  

してはMSExcelを用いる．MSExcelでは  

● ピボット・テーブル   

●分析ツール（重回帰，分散分析etc．）  

● ソルバー   

などマーケテイング・データ解析を行う上で有効な機能が  

いくつか提供されている．そこで，本ライブラリではこれ  

らを補完する関数を揺供する．   

一方，前述の機能はいずれもSpreadSheet上の操作を前  

提としているため以下の欠点を持つ．  

● レポーティングまで行う．   

●VBAマクロによって連続する分析を行う際，VBAマ  

クロ内で値を直接受け渡すことができない．   

そこで，本ライブラリでは以下の項目をキー・コンセプト  

とした．  

●“EasytoHandle”  

一SpreadSheet操作の積極利用   

●“Scriptable”  

－セル範囲とVI∋Aマクロ配列のシームレス化   

●“Graphical”  

－MSExcelグラフ機能の積極利用   

●“ny＆Error”  

－ワークシート上で分析プロセスを概観   

本ライブラリは図1に示す通り，数学関数マクロ，手法  

マクロ，モデルマクロの階層からなる．また，これらのマ  

クロについてはSpreadSheetのみならず，VBAマクロ及  

びメニュー・バーからの利用も可能なものとした．  

4．おわりに   

本研究で 

環境の提供することを目的として「マーケテイング・モデ  

ル・ライブラリ」の開発を行った．近年，情報システムの  

フロント・エンド開発ツールとしてもSpreadSheetとマク  

ロの組み合わせは注目を浴びてい・る【外 したがって，情報  

システムヘOR手法を適用する有効なツールとして期待さ  

れる．   
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